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・

②市民・民間の力、ノウハウ、協働
・市民協働
・官民連携
・行政間による広域処理
・社会課題の解決と経済成長の両立を目指す事業者
・PFI、指定管理者制度

①新しい技術
・デジタル技術（AI、RPA）
・通信技術（情報通信技術）
・ 交通運輸技術（自動運転、ドローンによ
る物資輸送）

③再生可能エネルギー
・公共施設の省エネ化
・エネルギー高騰、  供給リスクの軽減

・ゼロカーボンシティ宣言

①新しい技術（デジタルなど）
②市民・民間の力やノウハウとの積極的な協働
③再生可能エネルギー

【内的要因】
・限られた経営資源（人、物、金、情報、時間）のコントロール
  人 ：複雑化、増加する業務に対応した人材の採用、配置、
     能力開発など戦略的人事  
  物 ：建物の老朽化、インフラ等の更新
  金 ：限られた財源と優先順位付けされた政策の実施
  情報：ＩＣＴリテラシーとリスク対応力の向上
  時間：ワークライフバランスの実現に向けた働き方の見直し

【外的要因】
１国際情勢の変化（物価高騰）
２パンデミック、コロナ
３気候変動、異常気象、台風、豪雨
４人口減少、少子高齢化
５価値観やニーズの変化
６デジタル技術の急速な進化
７働き方、学び方の変化（在宅勤務、オンライン学習）

効果的な市民サービスの提供 市民サービスを届けるまでのスピードアップ スクラップアンドビルドの仕組み

１的確なニーズ把握、分析
２コア業務とノンコア業務の選別
３事業効果検証の組織風土化
４PDCAサイクルの徹底

１新規事業実施のための財源を確保
２毎年度スクラップする事業を決定する仕組みを構築
３スクラップ･･･ＥＣＲＳの検討
 （やめる、集約する、代替えする、簡素化する）

１最新技術の活用
 （事務処理、情報発信、意志決定）
２アナログ規制からの脱却（対面規制）
３現場への権限委譲
４定例業務の自動化、標準化

変化の激しい時代に対応した効果的な市民サービスを提供し続
ける行財政運営

川西市役所の行政運営を取り巻く状況川西市民の生活を取り巻く状況

成功要因


